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自
殺
統
計
四
国
搬

一
、
自
殺
統
計
由
悶
離

二
、
同
己
冨
山
一
推
捌

コ
一
、
回
汗
rr
山
静
告

第

師

自
演
統
計
論
凸
研
究
目
的

一
、
白
夜
統
計
に
側
す
る
串
川
上
回
取
挫

二
、
謂
掘
削
比
例

、
自
殺
内
助
柵
続
「
融

回
、
自
投
統
計
去
白
山
意
志
川
掴

第
二
節

自
殺
統
計
の
困
難

自
殺
に
つ
き
統
計
的
関
究

ω川
的
を
貫
〈
た
め
に
は
、
道
徳
統
計
論
中
此
郎
分
的
研
究
範
凶
仁
一
蹄
す
べ
き
も

ω

，;1-
M剛

設

自
器
統
計
論

第
二
十
一
巻

(
第
二
腕

七
五
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重量

t荷

自
殺
統
計
轟

第
二
十
一
審

(
第
二
挽

七
六

四

-V-
、
悉
〈
統
計
的
誘
一
市
に
よ
b
捕
捉
せ
ん
こ
ご
を
期
す
ぺ

L
、

』
の
目
的
上
.
原
則
的
に
は
、
目
的
を
蓬
せ
F
bし

自
殺
未
遂
の
大
量
も
亦
考
察
せ
ら
る
べ
き
筈
な
h
z
離
も
、
こ
の
方
面
仁
向
ひ
統
計
的
悉
皆
調
査
を
、
途
向
、
る
の

望
は
今
日
倫
断
念
せ
ら
る
、
の
要
あ
b
、
唯
諸
岡
中
似
A
T
ば
西
班
牙
及
英
蘭
、
並
に
諸
都
市
中
似
令
ば
維
・
也
納
の

如
き
‘
之
が
例
外
ど
す
べ
き
も
の
あ
る
を
注
意
す
べ
き
己
共
仁
、
警
察
統
計
叉
蕗
に
よ
ち
て
は
司
法
統
計
が
、

屠
刷
新
せ
ら
る
、
ζ

正
に
よ
b
、
勝
雄
事
は
従
前
に
比
L
一
屠
豊
富
な
る
材
料
授
け
ら
れ
ん
こ
ご
を
期
し
得
ぺ
し
、

之
Z
共
に
之
が
補
充
報
告
材
料
減
す
ぺ
注
も
の
は
、
判
私
的
統
計
調
査

ω方
法
に
よ
h
、
時
正
し
て
新
聞
記
事
等
音

利
用
し
て
、
之
を
集
め
ん
芭
す
る
の
試
み
な
L
t
せ
F
b
、
昔
、
而
L
τ
自
殺
の
頒
繁
稗
度
は
、
自
殺
未
遂
の
統
計

に
よ
b
示
さ
れ
得
べ
き
自
殺
の
傾
向
中
、
些
細
な
る
↑
部
分
の
み
を
阪
は
じ
得
る
の
み
な
る
べ
し
、
蓋
し
報
告
に

上
れ
る
自
殺
未
遂
欽
を
以
て
す
る
も
、
倫
自
殺
放
に
勝
れ
る
の
例
あ
れ
ば
な
b
、
郎
も
維
山
判
一
納
に
於
て
は
一
八
九

持

三
乃
歪
一
九

O
O年
に
、
自
殺
三
二
入
九
あ
り
し
以
外
仁
、
報
告
苫
れ
た
る
未
遂
三
、
五
六
一
ニ
あ
ら
き
o

き
れ

y-

ヌ
遂
行
3
れ
た
る
自
殺
の
統
計
的
袋
取
問
題
に
つ
き
て
も
、
そ
の
他
一
般
人
口
統
計
よ
り
道
徳
統
計
材
料
を
波
み

正
る
場
合
に
、
遭
池
せ

F
る
が
如
き
特
色
を
伴
ム
、
詳
言
す
れ
ば
一
般
人
日
統
計
特
に
離
婚
統
計
の
範
囲
に
於
け

る
大
量
現
象
は
、
特
に
裁
判
手
続
に
訴
へ
て
離
婚
を
決
定
す
る
諸
闘
じ
あ
り
て
は
、
磁
買
に
限
定
せ
ら
る
ぺ
(
、

然
ら
F
る
も
日
常
訟
の
特
別
規
定
仁
よ
り
般
か
め
ら
る
べ
き
大
量
に
闘
す
る
も
、
遂
行
苫
れ
た
る
自
殺
に
つ
き
て
見

る
に
、

一
切
の
場
合
に
確
か
な
b
z
す
べ
き
も
の
は
、
死
己
の
事
貸
そ
の
も
の
に
限
ら
る
、
冨
0
2
0
己
円
が
「
何
物
も

577. cf. Schnapper-Arntlt， op. ciL. S Aι 
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屍
僕
の
如
〈
、
明
被
叉
客
観
的
な
る
は
な
し
」
宮
三
一
山
中
℃

Z
Z且
自
庁
、
宮
P

。F
E
m往
古
o
q
zロ
白
血
白
d
E
m
Z
気
短

か
に
主
張
せ
る
は
、
此
限
度
に
於
て
の
み
異
な
h
、
そ
の
以
上
仁
死
因
を
自
殺
芭
し
て
限
定
し
、

か
(
て
之

ee他

殺
、
制
焼
死
又
は
自
然
の
死
C
Z
直
別
す
る
こ
ど
仁
っ
き
て
は
、
多
数
の
場
合
に
他
の
道
徳
統
計
現
象
同
様
に
確
か

な
る
級
協
を
侠
け
b
、
第
一
に
前
に
も
二
一
=
一
口
せ
る
如
〈
、
自
殺
行
持
E
死
む
生
起
ご
の
聞
に
永
き
時
日
掃
ま
b
、

そ
の
間
数
迦
駿
ヶ
月
を
経
過
し
、
虞
ら
〈
は
叉
数
年
に
及
ぶ
が
た
め
に
、
査
定
に
大
困
難
を
告
「
べ
話
、
事
例
起

る
こ
正
珍
し
か
ら
宇
、
自
殺
の
意
志
ゐ
h
し
者
、
自
宅
又
は
そ
の
他
の
私
的
看
護
に
委
ね
ら
れ
、
叉
は
腎
師
を
替

へ
た
り
ご
せ
ん
か
、
死
因
査
定
の
方
法
上
自
殺
の
統
計
的
脊
定
は
殆
ん

X
そ
の
望
な
し
、
そ
の
人
が
公
り
の
病
院

に
収
容
さ
る
、
場
合
に
あ

h
て
色
、
僻
師
の
診
断
を
経
た
る
傷
害
又
は
病
気
仁
よ
る
死
因
報
告
中
、
多
〈

ω場
合

に
自
殺
行
柏
崎
を
殆
ん
戸
」
不
問
に
μ
刊
す
、
叉
凡
て
是
等
の
場
合
に
何
等
重
大
の
結
果
を
伴
は

a
n
h
L、
自
殺
未
遂
は

全
〈
不
問
に
付
せ
ら
る
、
次
に
一
般
に
自
殺
の
疑
め
る
事
例
に
つ
き
、
最
も
注
意
深
き
診
断
を
行
ひ
、
叉
そ
の
行

須
の
ゐ
ら
ゆ
る
事
情
を
掛
酌
す
る
に
拘
は
ら
守
、
明
般
の
決
定
を
下
L
品
車
両
べ
き
こ
ご
は
珍
し
か
ら
争
、
死
己
の

事
貨
を
厨
出
で
た
る
忍
人
の
此
紡
に
閲
す
る
議
定
色
、
役
所
の
手
に
波
h
、
依
b
て
そ
の
事
件
を
取
扱
へ
る
行
政

耐
珊
又
は
裁
判
所
に
よ
b
下
さ
れ
た
る
査
定
も
、
決

L
て
磁
賓
の
根
強
に
よ
れ
る
こ
さ
な
〈

Lτ
、
事
ろ
多
少
の
根

擦
に
よ
れ
る
推
測
を
本
芭
す
、
き
れ
ば
中
に
も
痴
情
閥
係
の
疑
を
伴
へ
る
自
殺
の
如
話
、
事
件
の
異
相
を
確
か
め

品
珊
泊
る
場
合
少
か
ら
歩
、

か
f
て
世
の
噌
じ
上
り

τも
、
「
世
間
E
V
ふ
も
の
は
、
解
決
が
好
き
だ
か
ら
、
警
察
が

論

業

自
設
統
計
論

第
二
十
一
笹

(
第
二
挽

七
七
}

五
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第
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プ三

tコ
メ1

由
設
統
計
論

殺
人
犯
の
自
白
を
迫
る
よ

h
、
も
つ
ご
乱
暴
に
」
判
定
し
去
る
平
年
四
月
ニ
一
十
日
大
阪
毎
日
新
聞
夕
刊
参
一
聞
)
ピ
せ
ら
る
、

に
至
る
、

そ
的
外
向
統
計

ω原
材
料
ピ

L
τ
記
録
さ
れ
た
る
原
報
告
に
つ
き
筏
に
確
か
め
ら
れ
た
る
正
説
め
る
仁

拘
は
ら
A
Y
、
之
仁
相
肱

L
τ
統
計
々
敷
ケ
動
か
せ
る
司
』
芯
な
き
が
た
め
に
、
幾
分
の
不
定
を
惹
起
占
ニ
ピ
め
る
べ

き
ニ
ピ
も
注
意
す
ぺ

L
。

か
f
不
確
貨
の
元
素
ゐ
る
が
た
め
に
、
質
際
的
自
殺
が
全
く
自
殺
正
し
て
認
識
さ
れ
ゲ
る
か
、
或
υ
ト
親
近
者
仁

よ
り
自
殺
ご
し
て
認
識
せ
ら
る
、
に
拘
は
ら
す
、
自
殺
ご
し
て
報
告
3
れ
す
、
か
〈
て
官
励
の
記
録
上
自
殺

Z
L

-
記
録
さ
れ
、
さ
る
の
結
果
を
生

ι得
ペ
し
、
特
仁
従
前
に
あ
h
て
は
自
殺
行
錯
に
、
何
れ
の
岡
に
て
も
殆
ん
ど
皆

手
答
へ
あ
る
不
利
盆
を
件
は

L
め
、
寺
院
法
に
あ

b
て
は
今
日
備
内
規
に
属
す
べ
き
規
定
ゐ
h
，
、
現
今
多
〈
の
闘

の
民
法
は
金

f
此
問
題
を
取
扱
は
ぎ
る
も
、
数
闘
(
英
、
問
、
帝
政
一
品
、
硝
き
の
刑
法
は
、
自
殺
未
遂
及
之
が
煽
勤
メ

は
暫
助
に
刑
の
制
裁
金
付
す
る
の
事
情
あ
る
正
、
強
に
そ
の
他
の
一
枇
曾
的
不
利
盆
を
兎
れ
ん
ピ
す
る
の
希
望
ご
に

促
苫
れ
、
自
殺
敷
の
査
定
を
一
一
暦
困
難
な
ら
し

U
る
の
結
川
市
を
生
十
、
自
殺
者
の
家
族
は
死
者
に
謝
す
る
敬
吊
の

凶値目吋ル

た
め
、
叉
家
族
の
こ
ピ
を
顧
み
数
曾
関
係
の
結
果
を
気
遣
ふ
た
め
に
、
建
釘
苫
れ
た
る
自
殺
の
事
貨
を
、
出
来
る

丈
り
秘
密
に
付
し
叉
は
陰
蔽
す
る
こ
正
に
大
な
る
興
味
を
惹
〈
、
此
鮎
に
付
此
輔
の
事
例
に
闘
す
る
死
広
康
告
の

盆血

文
句
は
、
心
理
的
仁
注
目
の
値
あ
・
9
、
郎
も
自
殺
に
つ
き
何
事
を
も
告
げ
宇
、
殆
ん
ど
常
に
議
死
又
は
普
通
の
死

己
に
よ
る
も
の
ピ
す
、
而
し

τ凡
て
右
の
如
き
場
合
官
臨
閣
の
自
殺
数
以
、
過
少
に
報
告
せ
ら
る

4
L。
き
れ
ど
叉

回幽

cf. W九dler.op. cit.. S. 66r u 
d 



他
の
一
面
に
於
て
自
然
の
死
因
特
に
又
麗
死
が
、
自
殺
の
外
観
を
呈
ゼ
る
が
た
め
仁
、
嘗
該
事
例
を
自
殺
中
に
算

入
す
る
に
至
る
が
如
き
場
合
も
起
る
‘

こ
の
貼
に
つ
き
特
に
劇
薬
自
殺
に
関
聯
し
て
、
薬
物
割
問
周
仁
よ
る
死
、
毒

殺
、
飲
食
物
の
中
毒
に
よ
る
死
む
が
、
自
殺
ご
説
認
せ
ら
る
、
の
例
少
か
ら
苫
る
を
注
意
す
ぺ
し
・
次
に
叉
畿
鬼

さ
れ
た
る
屍
健
特
に
溺
死
者
を
、
死
因
の
記
録
上
普
通
な
る
蕗
置
さ
じ
て
、
自
殺
に
組
入
る
、
は
特
に
意
義
ゐ

'9
、
き
れ
ば
官
躍
の
自
殺
数
に
は
、
寅
際
自
殺
の
腕
漏
を
件
ふ
の
み
な
ら
す
、
そ
の
中
に
は
寅
際
上
自
殺
た
ら
5

る
事
例
を
、
不
正
に
算
λ
せ
る
も
の
を
も
合
む
こ
ぜ
世
、
何
時
も
銘
記
す
る
の
要
あ

h
、
(
耐
曾
統
計
論
制
一
叫
版
四
九
五

及
同
北
大
一
員
参
閥
)
そ
の
外
山
川
闘
別
又
は
地
方
別
の
自
殺
統
計
に
つ
き
て
は
、
そ
の
統
計
中
に
放
行
者
の
自
殺
も
亦
計

入
さ
る
べ
き
も
、
厳
正
に
論
す
る
芭
き
は
、
是
等
は
そ
の
本
岡
又
は
慌
住
地
に
蹄
す
六
き
も
の
な
h
、
旅
行
心
及

族
行
の
便
易
に
富
め
る
現
時
代
に
あ

h
て
は
、

か
、
る
事
例
は
決
し
て
稀
な
ら
す
、
否
自
殺
の
頻
繁
率
に
つ
き
、

第
一
位
に
立
て
る
冨

S
釦
『
。
闘
は
、
此
名
曲
茸
を
一
に
外
来
漫
遊
者
の
白
殺
に
よ
・
9
得
る
も
の
な
hJ
・
而
し
て
此
事

例
に
つ
き
て
は
、
之
が
理
由
を
後
見
す
る
に
困
ま
す
叫

記
録
に
洩
れ
た
る
自
殺
の
事
例
に
つ
き
て
は
、
如
何
な
る
計
数
的
査
定
及
見
積
を
も
、
施
L
品
車
両
る
は
自
明
な

れ
ど
、
不
晶
画
に
自
殺
に
算
入
せ
る
も
の
、
可
能
的
に
存
在
す
古
す
べ
き
事
例
の
制
合
に
つ
き
て
は
、
周
到
に
分
類

さ
札
た
る
自
殺
統
計
上
、
之
を
窺
は

L
む
る
こ
己
、
な

L
得
ア
し
、
普
同
統
計
は
可
能
的
に
存
在
す
ぺ
き
不
営
の

算
入
を
、
決
定
す
る
の
目
的
仁
出
づ
る
、
統
計
材
料
を
授
〈
る
も
の
、
一
例
正
し
て
奉
げ
得
ぺ
し
、
的
も
そ
の
統

論

叢

自
稜
統
計
諦

第
ニ
十
一
巻

{
第
二
揖

k
九
)

七

ミf宅情均時体ペー

cf. Schnappcr~Arndt ， op. cit.， s. 578. 
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F、

計
仁
よ
れ
ば
自
殺
に
数
へ
込
み
た
る
事
例
中
、
可
能
的
に
不
嘗
に
算
入
せ
ち
ご
す
べ
き
も
の
二
械
を
一
不
せ

h
、
他

人
に
よ
る
殺
害
の
疑
あ

b
z
な
す
も
の
は
そ
の
一
な
h
、
掛
焼
死
の
可
能
を
全
然
問
題
外
ご
は
せ
古
る
も
の
は
そ
の

又
一
切
の
自
殺
数
は
、

一
般
に
過
少
じ
示
き
る
吉
、

き
れ
ロ
」
之
正
共
に
叉
脱
漏
の
割
合
は
、
特
に
地
方
別
及
枇
曾

山ら州刑蜘根拠糊機構磁場製糊輸鰐輔制時蜘噛事師明i"，;."

一一な

h
、

一九

O
七
年
の
例
に
よ
る
に
、
普
図
の
自
殺
七
六
四
一
ニ
中
、
第
一
一
械
の
も
の
一
六
、
第
二
樋
の
も
の
ニ

三
四
あ
h
、
従
ひ
て
同
年
に
於
け
る
自
殺
中
、
不
嘗
算
入
の
方
面
に
於
り
る
不
定
係
数
は
、
三
三
一
%
ご
す
べ
き
こ

吉
、
な
る
。

金
韓
正
し
て
一
般
に
仮
定
し
得
べ
し
、
股
漏
の
款
は
課
り
て
算
入
せ
ら
る
、
も
の
、
数
に
勝
る
べ
〈
、
従
ひ

τ

階
級
別
上
、
決
し

τ斉
一
の
大
子
笠
不
す
こ
Z
な
き
を
‘
銘
記
す
る
の
要
あ
ち
O

右
の
漣
旨
に
関
聯
L
岡
山
門
『
伊
豆
内
国
営
出
向
「
向
日
同
庁
句
印
巳

Z
Z
o丘
町
宮

ι
2
岡
崎
宏
目
ヨ
ロ

0
2
2
且

E
U
2
z
n
F
E

国

-
E
n
E

冨
包
-
u
E同
冨
H
2・
ι自
の
自
己
口
内
陸
EEhw日
町
切
同
∞
唱
団
、
口
・
印

H
U
W
国

F

R

は
注
目
す
ぺ
き
表
徴
立
詮
の

事
例
を
指
摘
し
た
h
、
卸
も
氏
は
計
数
仁
論
擦
を
求
め
っ
、
、
獅
逸
帝
国
自
殺
数
の
地
方
別
に
よ
る
に
、
低
き
自

殺
数
ご
非
業
の
他
の
死
己
、
換
言
す
れ
ば
畿
死
の
高
き
数
百
の
聞
に
、
著
[
き
符
合
を
畿
見
す
る
こ
己
を
指
摘

L 、

か
〈
て
低
き
自
殺
歎
を
有
す
る
地
方
に
て
は
、
自
殺
者
の
遺
族
が
ぞ
の
騒
を
這
す
る
の
鬼
込
あ
る
限
h
、
自

向場鞠脚飲料川

殺
の
代
h
に
旋
死
を
死
因
正
し
て
整
録
す
る
こ

F
T謹
び
、
由
h
て
塊
葬
に
際
し
、
自
殺
に
よ
h
死
せ
る
そ
の
親

dー



t
i
l
i
-
-

1
l
i
 

族
の
屍
躍
に
、
何
か
の
侮
辱
加
へ
ら
る
、
、
ニ
ピ
を
防
が
ん
正
す
る
は
珍
し
か
ら
や
'
ご
の
、
推
測
を
下
し
た
り
、
か

f
自
殺
は
外
聞
に
よ
ち
充
右
さ
る
べ
き
以
外
に
、
親
族
に
よ
ち
一
不
き
る
、
特
別
の
人
身
的
関
係
は
、
此
貼
に
つ
き

影
響
す
る
所
多
し
ど
す
べ
き
や
、
前
に
色
逃
吋
し
所
な
る
が
・
此
事
情
も
亦
地
方
に
よ
b
一
枇
品
開
隙
級
に
よ
り
、
相

違
を
一
不
す
ア
'
¥
引
い
て
叉
自
殺
の
除
蔽
上
不
袴
一
を
生
悲
し
な
ご
す
ぺ

L
、
兎
に
角
向
型
死
数
正
-
同
殺
数
ご
の
問

に
、
逆
行
の
閥
係
ゐ
b
ピ
せ
る
同

tzの
似
設
に
閥

L
‘
同
氏
が
論
蟻
ご
し
て
利
用
せ
る
計
数
は
、
民
平
間
上
動
か

す
ぺ
か
ら

g
る
論
結
を
・
下
3
し
む
る
に
足
ら
宇
ご
す
べ
き
も
、
そ
の
問
題
は
綿
絡
な
る
血
中
間
的
特
別
研
究
の
、

題
目
た
ら
し
む
る
の
倣
ゐ

b
、
之
に
つ
き
瑞
士
一
八
八
一
乃
至
九

O
の
十
年
附
に
閲
し
て
現
存
せ
る
研
究
は
、

同
E
Z
の
推
測
正
は
反
似
到
の
結
果
を
一
市
す
。
而
し

τFZMM
の
推
定
及
hr
、
る
統
計
技
術
上
の
諌
謬
に
よ
ち
、
計

教
の
脱
漏
を
生

U
の
例
ぬ
る
喧
』
ぜ
は
、
人
口
動
態
統
計
の
他
の
範
闘
に
も
一
市
古
る
、
卸
も
死
産
の
凋
紫
度
数
正
、

乳
児
死
む
ご
は
同
品
川
な
る
閥
係
に
立
て
ふ
リ
吋

右
の
如
き
事
情
ゐ
る
た
め
、

永
年
の
問
伯
林
市
統
計
の
傑
山
せ
る
主
宰
者
た
ち
し
岡
田
島
町
rr
を
促
し
、
自
殺

統
計
に
封
し
一
概
に
疑
を
締
ま
し
め
、
信
頼
す
ぺ
き
自
殺
統
計
の
可
能
を
拒
ま
し
む
る
に
至
れ
与
、
氏
は
伯
林
市

統
計
年
報
盟
主
比
一
円
『
g
y
F『『
5
F
P同
色
。
印
E
今
回
色
町
中
、
外
制
上
自
殺
行
は
れ
た

h
ご
す
べ
き
、
事
例
の

教
を
重
ね
て
特
に
掲
げ
た
る
こ
ど
を
、
年
々
附
記
し
た

h
、
而
も
亦
そ
の
計
数
は
「
統
計
事
者
界
に
よ
b
」
、
希
望

両市

議

ブι

自
設
統
計
論

第
二
十
一
巷

(
第
二
披

J、
) 

対照蜘

cf.、V乱dlcr，op. cit.， 662 . • 
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議
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自
殺
統
計
論

幽

せ
ら
晶
、
所
な
る
を
以
て
、
之
を
報
告
す
る
も
の
な
り
ご
し
、
そ
の
数
の
不
完
全
な
る
や
顕
著
な
b
、
蓋
し
自
殺

の
事
貨
は
多
〈
の
場
合
に
明
か
に
せ
ら
れ
子
、

そ
の
事
例
の
一
部
は
多
分
漣
死
の
日
中
に
算
入
さ
る
べ
き
の
み
な

曲ん

ら
十
、
定
義
よ
ろ

L
き
を
得
た
る
一
病
名
を
、
付
せ
ら
る
、
こ
正
な
き
他
の
死
酎
中
に
も
亦
合
ま
る
べ
き
を
以

τ

な
り
正
せ

b
o
是
等
の
困
難
た
る
索
よ
h
真
面
目
な
る
統
計
家
ご
し

t
は
、
銘
記
す
る
の
要
あ
る
所
な
る
も
、

が
た
め
に
自
殺
統
計
を
会
〈
排
斥
す
る
は
、
角
を
矯
め
'
九
が
た
め
に
牛
を
殺
す
の
類
に

L
て
、
道
総
統
計
論
よ
り

圃

そ
の
重
要
な
る
支
柱
を
奪
は
ん
記
す
る
も
の
た
り
、
似
・
り
に
之
を
是
認
せ
ん
か
、
そ
の
道
理
上
刑
事
統
計
会
部
を

も
、
亦
無
意
義
正
す
る
の
要
め
る
こ
言
、
な
ら
ん
、
素
よ
り
自
殺
統
計
の
研
究
目
的
を
川
ー
さ
ん
ご
す
る
に
嘗
h
、

惹
起
き
る
ぺ
き
右
の
特
色
に
鑑
み
、
此
範
囲
に
於
け
る
材
料
放
得
に
つ
き
て
は
、
出
来
る
丈
り
良
成
績
を
皐
げ
ん

こ
ど
に
、
特
別
の
訟
怠
を
注
「
ぺ
き
の
み
な
ら
す
、
そ
の
計
放
の
利
用
特
に
そ
の
図
際
比
較
に
つ
き

τは
、
批
判

的
許
附
慣
を
怠
る
べ
き
に
非
す
、
唯
之
を
一
括
L
て
考
ふ
る
に
、
特
殊
の
事
例
に
つ
き
趨
過
す
ぺ
言
、
右
の
不
確
質

あ
る
に
拘
は
ら
や
，
、
別
に
叉
'
確
貨
に
査
定
さ
れ
た
る
事
例
の
、
特
別
精
選
大
量
備
は
る
を
以
て
、

そ
の
大
量
の
模

品
川
を
察
し
、

か
〈
て
意
義
ゐ
る
自
殺
現
象
の
道
徳
統
計
的
評
債
を
、

之
に
仲
は
し
む
る
を
得
ア
く
・
現
に
叉
金
結

巣
の
一
部
己
す
べ
き
に
拘
は
ら
守
、
特
に
自
殺
大
肢
の
形
態
皐
的
類
別
に
よ
り
て
も
、
雄
々
そ
の
闘
係
仁
っ
き
可

な
h
明
確
な
る
洞
察
を
遂
げ
し
む
る
は
著
名
な
の
つ

. 
4 

可今、4 乍功一乍刊附

引

j

d
例

L

3

9
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一
、
自
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計
白
困
難

二、

F
同
宮
山
一
杭
捌

三
、
回
目

rv
由
普
告

自書

I市

自
殺
統
計
論
凸
研
究
目
的

一
、
自
説
統
計
に
酬
す
る
畢
川
上
回
取
扱

二
、
前
知
別
比
例

三
、
自
設
内
励
槽
統
卜
翻

回
、
自
貌
統
計
主
白
山
意
志
川
越

第
二
節

自
殺
統
計
の
困
難

自
殺
に
つ
き
統
計
的
研
究

ω
H的
を
買
〈
た
め
に
は
、
道
徳
統
計
論
中
此
部
分
の
研
究
範
国
仁
一
蹴
す
ぺ
き
も

ω

話。

議

自
設
統
計
諭

第
二
十
一
巻

(
第
二
悦

一じ
五
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恥
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刊
刊
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論

提

七
六
)

四

自
設
統
計
論

第
二
十
一
番

(
第
二
抗

を
、
悉
〈
統
計
的
詑
示
に
よ
り
捕
捉
せ
ん
ニ
正
を
期
す
ぺ
し
、
こ
の
日
的
上
原
則
的
に
は
‘
目
的
を
蓬
せ
ざ
b
L

自
殺
未
遂
の
大
量
も
亦
考
察
せ
ら
る
吋
き
筈
な
b
z
雌
も
、
こ
の
方
面
に
向
ひ
統
計
的
感
皆
調
沓
を
、
途
「
る
の

凶
器
は
今
日
制
断
念
せ
ら
る
、
の
要
ゐ
b
、
唯
諸
闘
中
似
A
T
ば
西
班
牙
及
英
蘭
、
並
に
諸
都
市
中
似
A
T
ば
維
・
也
納
の

如
言
、
之
が
例
外
さ
す
べ
き
も
の
あ
る
を
詑
意
す
べ
き
己
共
に
、
警
察
統
計
叉
蕗
に
よ
ち
て
は
司
法
統
計
が
、

屠
刷
新
せ
ら
る
、
こ

Z
に
よ
b
、
賂
家
は
従
前
に
比
L
一
一
層
豊
富
な
る
材
料
授
け
ら
れ
ん
こ
ご
を
期
し
得
ぺ
し
、

之
Z
共
に
之
が
補
充
報
告
材
料
税
す
べ
き
も
の
は
、
私
的
統
計
調
査
の
方
法
に
よ
h
、
時
ご
し
て
新
聞
記
事
等
含

利
用
し
1
・
之
を
集
め
ん
古
す
る
の
試
み
な
[
ご
せ

F
り
き
、
而
し
て
自
殺
の
頻
繁
程
度
は
、
向
殺
未
遂
の
統
計

に
よ
り
示
さ
れ
得
ぺ
き
白
殺
の
傾
向
中
、
些
細
な
る
一
部
分
の
み
を
闘
は

L
得
る
の
み
な
る
べ

L
、
蓋
し
報
告
に

上
れ
る
自
殺
未
遂
数
を
以
て
す
る
も
、
術
自
殺
数
に
勝
れ
る
の
例
あ
れ
ば
な
h
、
部
も
維
山
也
納
に
於
て
は
一
入
九

三
乃
至
一
九

O
O年
仁
、
自
殺
=
一
二
入
九
あ

h
'
L以
外
に
、
報
告
さ
れ
た
る
未
遂
一
二
、
五
六
三
あ
ち
き
。
吉
れ

y-

叉
遂
行
き
れ
た
る
自
殺
の
統
計
的
察
取
問
題
に
つ
き

τも
、
そ
の
他
一
般
人
口
統
計
よ
り
道
徳
統
計
材
料
を
汲
み

古
る
場
合
に
、
遁
池
せ
t
J
C

る
が
如
き
特
色
を
伴
ふ
、
詳
言
す
れ
ば
一
般
人
口
統
計
特
に
離
婚
統
計
の
範
闘
に
於
け

る
大
量
現
象
は
、
特
に
裁
判
手
繰
に
訴
へ
て
離
婚
を
決
定
す
る
諸
国
に
あ
ち
て
は
、
磁
賞
に
限
定
せ
ら
る
ぺ
〈
、

然
ら

F
る
も
司
位
法
の
特
別
規
定
仁
よ
り
確
か
め
ら
る
ぺ
き
大
量
に
闘
す
る
も
、
途
行
さ
れ
た
る
自
殺
に
つ
き
て
見

る
に
、

一
切
の
場
合
に
確
か
な
b
t
す
べ
き
も
の
は
、
死
巳
の
事
寅
そ
の
も
の
に
限
ら
る
、
冨
O
E色
町
が
「
何
物
も

cf. Schnapper.Arndt， op. ciL， S. 577. 持
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屍
骸
の
如
〈
、
明
確
叉
客
観
的
な
る
は
な
し
」
死
三
Z
F
古
志
向
え

ι
E
F
-
P
S『
町
内
在
・

5
L
J】

同

M
S
4
2
2
0
t
気
短

か
に
主
張
せ
る
は
、
此
限
度
に
於
て
の
み
異
な
h
、
そ
の
以
上
仁
死
因
を
自
殺
芭
し
て
限
定
し
、

か
〈
て
之
ef
他

殺
、
越
死
又
は
自
然
の
死
C
E
区
別
す
る
こ
ぜ
に
つ
き

τは
、
多
数
の
場
合
に
他
の
道
徳
統
計
現
象
同
慌
に
確
か

な
る
枚
擦
を
敏
け
h
、
第
一
に
前
に
も
一
言
せ
る
如
く
、
自
殺
行
柏
崎
正
死
巴
生
起
ご
の
聞
に
永
き
時
日
挿
ま
b
、

そ
の
間
数
週
駿
ヶ
月
を
経
過
し
、
良
ら
〈
は
叉
数
年
に
及
ょ
が
た
め
に
、
査
定
仁
大
困
難
を
告
「
べ
語
、
事
例
起

る
こ
ピ
珍
し
か
ら
歩
、
自
殺
の
意
志
ゐ
h
し
者
、
自
宅
又
は
そ
の
他
の
私
的
看
護
に
委
ね
ら
れ
、
叉
は
瞥
師
を
替

へ
た
り
ご
せ
ん
か
、
死
因
査
定
の
方
法
上
自
殺
の
統
計
的
沓
定
は
殆
ん
戸
」
そ

ω望
な
し
、
そ
の
人
が
会
り
の
病
院

に
牧
容
苫
る
、
場
合
に
あ

b
て
も
、
時
師
の
診
断
を
経
た
る
傷
害
又
は
病
気
仁
よ
る
死
因
報
告
中
、
多
〈
の
場
合

に
自
殺
行
活
を
始
ん

E
不
問
に
付
す
、
叉
凡
て
是
等
の
場
合
に
何
等
重
大
の
結
果
を
伴
は
.3・9
L、
自
殺
未
遂
は

全
〈
不
問
に
付
せ
ら
る
叫
衣
に
一
般
に
自
殺
の
疑
ゐ
る
事
例
に
つ
き
、
最
も
注
意
深
き
診
断
を
行
ぴ
、
叉
そ
の
行

縛
の
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
叫
酌
す
る
に
拘
は
ら
や
、
朋
般
の
決
定
を
下
し
粂
ぬ
ぺ
き
こ
芭
は
珍
し
か
ら
守
、
死
己
の

事
貨
を
厨
出
で
た
る
私
人
の
此
貼
に
闘
す
る
認
定
色
、
役
所
の
手
に
波
b
、
依
ム
ソ
て
そ
の
事
件
を
取
扱
へ
る
行
政

膳
又
は
裁
判
所
に
よ
り
下
吉
れ
た
る
査
定
も
、
決
し
て
確
質
の
根
嬢
仁
よ
れ
る
ζ

ご
な
〈
L
て
、
寧
ろ
多
少
の
根

協
に
よ
れ
る
推
測
を
本
吉
す
、
き
れ
ば
中
に
も
痴
借
関
係
の
疑
を
件
へ
る
自
殺
の
如
き
、
事
件
の
異
相
を
確
か
め

粂
ぬ
る
場
合
少
か
ら
歩
、
か
〈

τ世
の
噂
仁
上
h
て
も
、
「
世
間
Z
ν
ふ
も
の
は
、
解
決
が
好
き
だ
か
ら
、
警
察
が

日向

議

自
殺
統
計
諭

第
二
十
一
巻

{
第
二
班

七
七

五

!

l

i

l

l

-

畑町

cf. WadJer， op. cit.， 55. 6白 -652・

て薄h
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議

都
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十
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(
第
二
腕
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七
八
)

自
泣
統
計
論

殺
人
犯
の
自
白
を
迫
る
よ

h
、
も
つ
芭
乱
暴
に
」
判
定
し
去
る
平
年
四
月
三
十
日
大
限
毎
日
新
聞

h

空
間
歩
岡
)
古
せ
ら
る
、

じ
至
る
、

そ
の
外
向
統
計
の
原
材
料
正
し
て
記
録
苫
れ
た
る
脈
報
告
に
つ
き
徐
に
確
か
め
ら
れ
た
る
正
誤
あ
る
仁

拘
は
ち
ゃ

d

、
之
に
相
臆
し
て
統
計
々
一
敷
ヤ
動
か
せ
る
こ
ピ
な
き
が
た
め
に
、
幾
分
の
不
定
を
惹
起

4
こ
ご
め
る
べ

き
こ
正
も
注
意
す
ぺ

L
。

か
f
不
確
貨
の
一
冗
素
あ
る
が
た
め
に
、
質
際

ω自
殺
が
金
〈
自
殺
正
し

τ認
識
苫
れ
ゲ
る
か
、
或

1
親
近
者
じ

よ
b
自
殺
Z
し
て
認
識
せ
ら
る
、
に
拘
は
ら
す
、
自
殺
正
し

τ報
告
さ
れ
す
、
か
〈
て
官
鵬
の
記
録
上
自
殺
ご
し

て
記
録
き
れ
古
る
の
結
果
を
生
じ
得
ぺ
し
、
特
仁
従
前
に
あ

h
て
は
自
殺
行
錯
に
、
何
れ
の
岡
仁
て
も
殆
ん
ど
皆

手
答
へ
あ
る
不
利
盆
を
件
は
し
め
一
、
寺
院
法
仁
ゐ

b
τ
は
今
日
制
内
規
に
属
す
べ
き
規
定
あ

h
、
現
今
多
〈
の
幽

の
民
法
は
全
〈
此
問
題
を
取
扱
は
ぎ
る
も
、
数
闘
(
英
、
問
、
帝
政
一
時
瑞
典
)
の
刑
法
は
、
自
殺
未
遂
及
之
が
煽
動
叉

は
穀
助
に
刑
の
制
裁
を
付
す
る
の
事
情
あ
る
ご
、
並
に
そ
の
他
の
枇
曾
的
不
利
盆
を
兎
れ
ん
芭
す
る
の
希
望
己
に

促
さ
れ
、
自
殺
款
の
査
定
を
一
層
困
難
な
ら
し
な
る
の
結
果
を
生
十
、
自
殺
者
の
家
族
は
死
者
に
謝
す
る
敬
昂
の

歯菌単組“協必幽込 i

た
め
、
叉
家
族
の
ニ
ピ
を
頑
み
数
曾
関
係
の
結
果
を
気
遣
ふ
た
め
に
、
遂
行
さ
れ
た
る
自
殺
の
事
貨
を
、
出
来
る

』
止
り
秘
密
に
付
し
叉
以
陰
蔽
す
る
こ
正
に
大
な
る
興
味
を
惹
〈
、
此
紡
に
付
此
純
の
事
例
に
闘
す
る
死
む
康
告
の

幽

文
句
は
、
心
理
的
に
注
目
の
値
ぁ
・
9
、
卸
も
自
殺
に
つ
き
何
事
を
も
告
げ
す
、
殆
ん
Y
」
常
に
麗
死
又
は
普
通
の
死

己
に
よ
る
も
の
ぜ
れ
、
而
し
て
凡
て
右
の
如
き
場
合
官
膳
の
自
殺
敷
は
、
過
少
に
報
告
せ
ら
る
4
L
o

百
れ
ど
叉

凶幽闘

cf. W九dler.op. cit.. S. 661 うを



他
の
一
面
に
於
て
自
然
の
死
因
特
に
叉
縫
死
が
、
自
殺
の
外
視
を
呈
せ
る
が
た
め
仁
、
嘗
該
事
例
を
自
殺
中
に
算

入
す
る
に
至
る
が
如
き
場
合
も
起
る
、
こ
の
瓢
に
つ
き
特
に
劇
薬
自
殺
に
関
聯
し
て
、
薬
物
誤
用
仁
よ
る
死
、
寄

殺
、
飲
食
物
の
中
毒
に
よ
る
死
む
が
、
自
殺
正
誤
認
せ
ら
る
、
の
例
少
か
ら
さ
る
を
注
意
す
べ
し
・
次
に
叉
晶
暗
鬼

さ
れ
た
る
屍
髄
特
仁
溺
死
者
を
、
死
因
の
記
録
上
普
通
な
る
蕗
置
Z
し
て
、
自
殺
に
組
入
る
、
は
特
に
意
義
ゐ

-9
、
古
れ
ば
官
臓
の
自
殺
歎
に
は
、
賞
際
自
殺
の
腕
漏
を
伴
ふ
の
み
な
ら
す
、

そ
の
中
に
は
質
際
上
白
殺
た
ら
さ

る
事
例
を
、
不
正
に
算
入
せ
る
も
の
を
も
合
む
こ
ど
を
、
何
時
も
銘
記
す
る
の
要
あ
h
、
(
陛
官
統
計
論
嗣
拘
舵
阻
九
五

比
四
北
大
EHA
害
賠
)
そ
の
外
倫
園
別
又
は
地
方
別
の
自
殺
統
計
に
つ
き
て
は
、

そ
の
統
計
中
に
放
行
者
の
自
殺
も
亦
計

入
古
る
べ
き
も
、
厳
正
に
論
す
る
ご
き
は
、
是
等
は
そ
の
本
闘
又
は
常
住
地
に
蹄
す
べ
き
も
の
な
り
、
族
行
心
及

族
行
の
便
易
に
富
め
る
現
時
代
に
ゐ

h
て
は
、

か
、
品
事
例
は
決
し
て
稀
な
ら
す
、
否
自
殺
の
頻
繁
率
に
つ
き
、

第
一
位
に
立
て
る
冨

O
E
E
園
は
、
此
名
曲
唱
を
一
に
外
来
漫
遊
者
の
自
殺
に
よ
h
得
る
も
の
な
b
・
而
し
て
此
事

例
に
つ
き

τは
、
之
が
理
由
を
後
見
す
る
に
困
ま
守
山

記
録
に
洩
れ
た
る
自
殺
の
事
例
に
つ
き
て
は
、
如
何
な
る
計
数
的
査
定
及
見
積
を
も
、
施
L
粂
ぬ
る
は
自
明
な

れ
ど
、

不
盛
岡
に
自
殺
に
算
入
せ
る
も
の
、

可
能
的
に
存
布
す
ご
す
べ
き
事
例
の
割
合
に
つ
き
て
は
、

周
到
に
分
類

さ
れ
た
る
自
殺
統
計
上
、
之
を
窺
は

L
む
る
こ
己
、
、
な

L
得
ぺ

L
、
普
悶
統
計
は
可
能
的
に
存
在
す
べ
き
不
嘗
の

算
入
を
、
決
定
す
る
の
目
的
に
出
づ
る
、
統
計
材
料
を
授
〈
る
も
の
、
一
例

E
L
て
奉
げ
待
ぺ

L
、
郎
も
ぞ
の
統

論

叢

自
我
統
計
論

第
=
・
十
一
巷

(
第
二
都

t
九
)

寸2

吋~，'\1:"t~開株糊P

cf. Schnapper-Arndt. op. cit.. s. 578 4陪
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由
設
統
計
諭

計
に
よ
れ
ば
自
殺
に
教
へ
込
み
た
る
事
例
中
、
可
能
的
に
不
嘗
に
算
入
せ
ち
正
す
べ
き
も
の
二
械
を
一
不
せ
ち
、
他

人
に
よ
る
殺
害
の
疑
あ
h
z
な
す
も
の
は
そ
の
一
な
h
、
盤
死
の
可
能
を
全
然
問
題
外
ご
は
せ
ゲ
る
も
の
は
是
の

可 4刷。棚瀬柑時糊融麟鱒嚇捕騨瑚勝争時融持費削ポ1ρ

こ
な
h
、
一九

O
七
年
の
例
に
よ
る
に
、
普
閣
の
自
殺
七
六
四
三
中
、
第
一
柿
の
も
の
一
六
、
第
二
穂
の
も
の
二

三
回
あ
h
、
従
ひ
て
同
年
に
於
け
る
自
殺
中
、
不
賞
算
入
の
方
面
仁
於
け
る
不
定
係
数
は
、
三
・
二
一
係
ご
す
べ
き
ニ

言
、

hufo
。

金
罷

E
L
て
一
般
に
仮
定
し
得
ぺ
し
、
股
漏
の
数
は
挟
b
て
算
入
せ
ら
る
、
も
の
、
数
に
勝
る
ぺ
〈
、
従
ひ
て

又
一
切
の
自
殺
数
は
、

さ
れ
H

と
之

t
共
に
叉
脱
漏
の
割
合
、
は
、
特
に
地
方
別
及
枇
曾

一
般
に
過
少
に
示
さ
る
ご
、

階
級
別
上
、
決
し
て
掛
一
の
大
き
を
一
示
す
こ
Z
な
き
を
、
銘
記
す
る
の
要
あ
ち
。

右
の
題
国
同
に
閥
聯
L
H
N民

rw口
町
出
山
口
町
四
宮
町
同

ι日
印
の
]
『
且
ヨ

2
P
宮
内
凶

g
q
g月
見
M
H
O
-
E
ι
田

口

E
E
n
z
g

同
mhnEω
・
冨
旦

-
E且
・
旨
目
立
・

ι自
の

E
Zロ
品
目
立
官
戸
自
件
。
凶

H
白

mMF
口
・
印
同

1
u
F
R

は
注
目
す
べ
き
表
徴
立
鐙
の

事
例
を
指
摘
し
た
り
、
却
も
氏
は
計
数
に
論
抽
慨
を
求
め
っ
、
、
猫
逸
帝
闘
自
殺
数
の
地
方
別
に
よ
る
仁
、
低
き
自

殺
数
ご
非
業
の
他
的
死
己
、
換
言
す
れ
ば
漣
死
の
高
き
数
正
の
聞
に
、
著
l
き
綜
合
を
後
見
す
る
こ
正
を
指
摘

し、

hr
〈

τ低
き
自
殺
敷
を
有
す
る
地
方
に
て
は
、
自
殺
者
の
遺
族
が
そ
の
望
を
達
す
る
の
見
込
め
る
限
h
、
自

同環鞠榊幹郎叫

殺
の
代
・
り
に
捷
死
を
死
因
ご
し
て
整
録
す
る
こ
子
伊
』
港
ぴ
、
由
ム
リ
て
理
葬
に
際
し
、
自
殺
に
よ
h
死
せ
る
そ
の
親
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P
L
r
h

族
の
腕
健
に
、
何
か
の
俗
辱
加
へ
ら
る
、
ニ
ピ
を
防
が
ん
正
す
る
は
珍
し
か
ら
宇
E
の
、
推
測
を
下
し
た
り
、
が

f
自
殺
は
外
聞
に
よ
h
左
右
さ
る
一
1
3
以
外
に
、
親
族
に
よ

h
一
市
さ
る
、
特
別
の
人
身
的
闘
係
は
、
此
紡
に
つ
き

影
響
す
る
所
多
し
ご
す
べ
き
や
、
前
に
も
地
ぺ
し
所
な
る
が
、
此
事
情
も
亦
地
方
に
よ
h
枇
品
目
隅
級
に
よ
h
、
相

遣
を
示
す
〈
〈
、
引
い
て
叉
自
殺

ω陰
蔽
上
不
斉
一
を
生
喧
し
む
ご
す
目
、

L
、
兎
に
角
同
盟
死
数
ご
自
殺
数
ご
の
問

に
、
逆
行
の
闘
係
ゐ
b
ご
せ
る
同
且
宮
の
般
設
に
闘
し
、
同
氏
が
論
協
ご
し
て
利
用
せ
る
計
数
は
、
血
中
間
上
動
か

す
ぺ
か
ら
、
ざ
る
論
結
を
・
下
さ
し
む
る
仁
足
ら
す
ど
す
べ
き
も
、
そ
の
問
題
は
綿
硲
な
る
串
間
的
特
別
研
究
の
、

題
目
た
ら

L
む
る
の
倣
ゐ

b
、
之
に
つ
き
瑞
士
一
八
八
一
乃
至
九

O
の
十
年
間
に
閲
し
て
現
存
せ
る
研
宛
は
、

EFω
の
推
測
ご
は
反
射
の
結
果
を
一
市
す
。
而
し
て

F
円
宮
の
推
定
H
A
か
、
る
統
計
技
術
上
の
設
謬
に
よ
ち
、
計

歎
の
脱
漏
を
生
h
u

の
例
め
る
こ
正
は
、
人
口
動
態
統
計
の
他
の
範
閣
に
も
一
不
当
る
、
卸
も
死
産
の
頻
繁
度
数
ご
、

乳
児
死
む

t
は
同
保
な
る
閥
係
に
立
て
ち
時

右
の
如
き
事
情
ゐ
る
花
め
、
永
年
の
間
伯
林
市
統
計
の
傑
山
せ
る
主
宰
者
た
ち
し
何
回
む
の
喜
を
促

L
、
自
殺

統
計
に
射
し
一
蹴
に
疑
を
掃
ま
し
め
、
信
町
制
す
べ
き
自
殺
統
計
の
可
能
を
拒
去

L
U
る
に
至
れ
h
p
、
氏
は
伯
林
市

統
計
年
根
回
叶
創
昨
日
同
一
R
F
E
H
ω
r
r
c
n
F
E句

ι
一命凶
E
母
国
丘
町
中
、
外
棚
上
自
殺
行
は
れ
た
b
E
す
べ
き
、
事
例
の

款
を
重
ね

τ特
に
掲
げ
た
る
こ
ぜ
を
、
年
々
附
記
し
た

h
、
而
も
亦
そ
の
計
数
は
「
統
計
卒
者
界
に
よ
り
」
、
希
望

面市

議

自
裂
統
計
論

第
=
十
一
魯

(
第
三
腕

" 

九

cf. Wadler， op. cit.， 662 4時
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せ
ら
る
、
所
な
る
を
以
て
、

之
を
報
告
す
る
も
の
な
h
t
し
、
そ
の
数
の
不
完
全
な
る
や
編
著
な
b
‘
蓋
し
自
殺

の
事
賞
は
多
〈
の
場
合
に
明
炉
に
せ
ら
れ
子
、

そ
の
事
例
の
一
部
は
多
分
畿
死
の
目
中
に
算
入
さ
る
べ
き
の
み
な

園自由

ら
十
、
定
義
よ
ろ

L
き
を
得
た
る
一
病
名
を
、
付
せ
ら
る
、
，
』
正
な
き
他
の
死
闘
中
に
も
亦
合
ま
る
べ
き
を
以
t

な
h

Z
せ
h
o
是
等
の
困
難
た
る
素
よ
h
真
面
目
な
る
統
計
・
山
部
ご
し

t
は
、
銘
記
す
る
の
要
あ
る
所
な
る
も
、
之

が
た
め
じ
自
殺
統
計
十
』
金
〈
排
斥

f
る
は
、
角
を
矯
め
ん
が
た
め
に
牛
を
殺
す
の
類
に
し
て
、
道
徳
統
計
論
4
b

そ
の
重
要
な
る
支
柱
を
奪
は
ん
己
す
る
も
の
た
り
、
似
り
に
之
を
是
認
せ
ん
か
、
そ
の
道
理
上
刑
事
統
計
会
部
を

も
、
亦
鋭
意
義
己
す
る
の
要
あ
る
一
』
吉
、
な
ら
ん
、
素
よ
り
自
殺
統
計
の
研
究
目
的
を
凶
ー
さ
ん
ご
す
る
に
嘗
h
、

惹
起
さ
る
ぺ
き
右
の
特
色
に
鑑
み
、
此
範
闘
に
於
け
る
材
料
牧
得
に
つ
き
て
は
、
出
来
る
丈
け
良
成
績
を
皐
げ
ん

こ
と
に
、
特
別
の
注
意
を
注
「
べ
き
の
み
な
ら
十
、
そ
の
計
放
の
利
用
特
に
そ
の
園
際
比
較
に
つ
き
て
は
、
批
判

的
評
剛
闘
を
怠
る
べ
き
に
非
守
、
唯
之
を

4

括

Lτ
考
ふ
る
に
、
特
殊
の
事
例
に
つ
旨
遡
渇
す
べ
き
、
右
の
不
確
質

あ
る
仁
拘
は
ら
す
、
別
に
叉
磁
質
に
査
定
さ
れ
た
る
事
例
の
、
特
別
精
選
大
量
備
は
る
を
以

τ、
そ
の
大
量
の
模

ほ
慨
を
察
し
、
か
〈

τ意
義
あ
る
自
殺
現
象
の
道
徳
統
計
的
詳
債
を
、
之
に
仲
は
し
む
る
を
得
べ
〈
、
現
に
叉
会
結

巣
の
一
部
ご
す
べ
き
に
拘
は
ら
十
、
特
に
自
殺
大
最
の
形
態
山
学
的
類
別
に
よ
り

τも
、
腿
々
そ
の
閥
係
仁
っ
き
可

な
h
明
確
な
る
洞
察
を
途
げ
し
な
る
は
著
名
な
り
つ

"~'附


